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３　
　
『
照
国
公
感
旧
録
』

　
　

４　
　
『
斉
彬
公
史
料
』
第
三
巻
一
三
三
「
池
田
正
蔵
話
筆
記
」

　
　

５　
　

�

松
尾
千
歳
「
薩
摩
藩
の
西
洋
技
術
導
入
の
一
考
察
―
斉
彬
時
代
の
紡
績
事
業
に
つ

い
て
―
」（
鹿
児
島
大
学
『
近
世
薩
摩
に
お
け
る
大
名
文
化
の
総
合
的
研
究
』）

　
　

６　
　
『
史
談
会
速
記
録
』
第
一
七
一
輯

　
　

７　
　

５
に
同
じ

　
　

８　
　

４
に
同
じ

　
　

９　
　
『
新
納
久
仰
雑
譜
』（『
鹿
児
島
県
史
料
』）
安
政
四
年
三
月
五
日
条

　
　

１
０　

今
井
貞
吉
『
歴
嶋
史
』

　
　

１
１　

�

薩
摩
の
も
の
づ
く
り
研
究
会
『
近
代
日
本
黎
明
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
集
成
館
事
業

の
諸
技
術
と
そ
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
以
下
『
日
本
黎
明
期
』

と
略
す
）
第
五
章
補
論
、
玉
川
寛
治
「
集
成
館
で
製
作
さ
れ
た
日
本
最
初
の
『
力

織
機
』
と
そ
れ
で
織
っ
た
帆
布
」

　
　

１
２　

絹
川
太
一
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
一
四
六
頁

　
　

１
３　
『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
六
二
七
「
五
代
才
助
上
申
書
」

　
　

１
４　

�

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
『
献
上
本　

薩
藩
の
文
化
』
三
一
〇
頁
、
玉
川
寛
治
「
鹿

児
島
紡
績
所
創
設
当
初
の
機
械
設
備
に
つ
い
て
」（『
産
業
考
古
学
会
報
』
四
一
）

　
　

１
５　

�『
日
本
黎
明
期
』
第
五
章
一
、
玉
川
寛
治
「
鹿
児
島
紡
績
所
と
そ
の
後
の
日
本
紡

績
業
」

　
　

１
６　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
一
三
九
頁

　
　

１
７　
『
斉
彬
公
史
料
』
第
四
巻
「
竪
山
武
兵
衛
公
用
控
」
安
政
二
年
十
二
月
十
一
日
条

　
　

１
８　
『
日
本
の
美
術
』
四
四
七
、
堀
勇
良
「
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
」
九
〇
頁

　
　

１
９　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
八
九
頁

　
　

２
０　

�『
日
本
黎
明
期
』
第
二
章
三
、
水
田
丞
「
建
築
関
連
資
料
お
よ
び
遺
物
に
窺
う
鹿

児
島
紡
績
所
建
物
の
実
態
」

　
　

２
１　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
四
三
頁

　
　

２
２　
『
献
上
本　

薩
藩
の
文
化
』
三
六
頁
「
山
角
善
助
談
」

　
　

２
３　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
三
八
頁

　
　

２
４　
『
鹿
児
島
県
史
』
第
三
巻
七
六
頁

　
　

２
５　

尚
古
集
成
館
蔵
『
明
治
六
年
ヨ
リ
同
十
一
年
ニ
至
ル　

諸
会
社
届
』

　
　

２
６　

２
５
に
同

　
　

２
７　

�

市
来
四
郎
『
丁
丑
擾
乱
記
』
一
二
五
「
島
津
忠
義
県
官
ノ
不
当
ヲ
論
ス
」、（『
鹿

児
島
県
史
料　

西
南
戦
争
』
第
一
巻
収
録
）

　
　

２
８　

２
５
に
同
じ

　
　

２
９　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
一
一
六
頁

　
　

３
０　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
一
〇
四
頁

　
　

３
１　
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
一
巻
一
〇
二
頁

　
　

３
２　

２
５
に
同
じ

　
　

３
３　
『
西
南
戦
争
』
第
三
巻
収
録

　
　

３
４　

２
５
に
同
じ

　
　

３
５　

国
立
公
文
書
館
蔵　

内
閣
文
庫
『
鹿
児
島
県
史
料
』「
大
蔵
省
歳
出
官
庁
之
部
」

　
　

３
６　

�

須
長
泰
一
「
富
岡
製
糸
場
の
機
械
掛
石
川
正
龍
に
つ
い
て
」（『
ぐ
ん
ま
史
研
究
』

二
三
号
・
二
〇
〇
五
年
）、
岡
本
幸
雄
「
薩
摩
藩
営
紡
績
所
の
技
術
者
・
職
工
―

わ
が
国
紡
績
史
上
に
お
け
る
役
割
―
」（『
薩
摩
藩
の
構
造
と
展
開
』・
一
九
七
六
年
）
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費
地
と
も
遠
い
た
め
に
競
合
で
き
ず
、経
営
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
三
十
年
、
庇
護
者
で
あ
る
島
津
忠
義
の
死
去
を
機
に
、
鹿
児
島

紡
績
所
は
廃
止
さ
れ
た
。
働
い
て
い
た
熟
練
職
工
は
各
地
の
紡
績
工
場
に
分
散
、

機
械
は
堺
の
紡
績
工
場
へ
、
ま
た
そ
の
一
部
は
鹿
児
島
の
山
形
屋
製
綿
工
場
（
現

カ
ク
イ
）
に
売
却
さ
れ
、
現
在
、
カ
ク
イ
に
売
却
さ
れ
た
梳
綿
機
・
ロ
ー
ラ
ー
磨

針
機
な
ど
が
尚
古
集
成
館
に
寄
託
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

鹿
児
島
紡
績
所
の
技
術
と
そ
の
伝
播

　

鹿
児
島
紡
績
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
紡
績
機
械
を
備
え
た
我
が
国
初

の
洋
式
紡
績
工
場
で
、
機
械
の
取
扱
な
ど
は
ホ
ー
ム
等
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
が
当

た
っ
た
。
ホ
ー
ム
は
二
年
、
他
の
技
師
は
三
年
契
約
で
あ
っ
た
が
、
み
な
一
年
で

帰
国
し
て
い
る
。『
薩
藩
の
文
化
』『
鹿
児
島
紡
績
百
年
誌
』
な
ど
は
、
戊
辰
戦
争

が
は
じ
ま
っ
た
た
め
、
身
の
危
険
を
感
じ
て
帰
国
し
た
と
い
う
説
を
採
っ
て
い
る

が
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
帰
国
後
、
鹿
児
島
紡
績
所
は
操
業
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
堺
紡
績
所
を
建
設
し
た
際
も
再
び
外

国
人
技
師
の
招
聘
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
た
ち
が
教
え
た
薩
摩
の
職
工
た
ち
は
、
郡
元
や
田
上
水
車
館

で
紡
績
事
業
に
従
事
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
る
。
使
っ
て
い
た
機
械
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
も
の
に
比
べ
る
と
稚
拙
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
原
理
は
同
じ

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
技
術
を
教
え
る
の
に
二
、
三
年
は
か
か
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
薩
摩
の
職
工
た
ち
は
、
紡
績
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
短
期

間
で
技
術
を
習
得
、
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
た
ち
は
任
期
を
残
し
て
帰
国
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

動
力
と
な
っ
た
、
蒸
気
機
関
に
し
て
も
、
斉
彬
時
代
に
自
分
た
ち
で
造
り
上
げ

て
い
る
。
そ
の
蒸
気
機
関
を
見
た
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
将
校
カ
ッ
テ
ィ
ン
デ
ィ
ー
ケ

は
、
大
き
さ
は
十
二
馬
力
ク
ラ
ス
だ
が
、
本
物
を
見
た
こ
と
も
な
い
連
中
が
、
造

る
機
械
も
な
い
な
か
で
造
っ
て
い
る
た
め
、
蒸
気
漏
れ
が
ひ
ど
く
二
馬
力
程
度
し

か
出
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
造
っ
た
人
に
脱
帽
す
る
と
書
き
残
し
て
い
る
。
不
完

全
な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
動
く
も
の
を
造
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。
薩
摩
の
技
術
者
た
ち
は
、
蒸
気
機
関
の
部
品
の
一
つ
一
つ
に
至
る
ま
で
、
ど

ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
一
八
六
〇
年
代
、

蒸
気
船
・
蒸
気
機
関
を
輸
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
外
国
人
の
手
助
け
な
し
に

使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
紡
績
事
業
に
携
わ
っ
た
石
河
確
太
郎

は
、
斉
彬
時
代
に
蒸
気
船
建
造
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
鹿
児
島
紡
績
所
で
も
石
河

ら
の
知
識
・
経
験
が
も
の
を
言
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

短
期
間
で
イ
ギ
リ
ス
製
の
機
械
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
た
ち
が
帰
国
し
た
後
も
、
鹿
児
島
紡
績
所
は
操
業
を
続
け

る
こ
と
が
出
来
た
し
、
堺
紡
績
所
が
創
設
さ
れ
た
際
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
た
ち

が
果
た
し
た
役
割
を
、
鹿
児
島
紡
績
所
の
技
師
た
ち
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
維
新
後
、
各
地
に
築
か
れ
た
紡
績
工
場
、
富
岡
製
糸
場
（
群
馬
）
や

愛
知
・
広
島
の
官
立
紡
績
所
、
玉
島
（
岡
山
）・
市
川
（
山
梨
）・
三
重
・
下
野
（
栃

木
）
な
ど
に
築
か
れ
た
十
基
紡
に
は
石
河
確
太
郎
が
必
ず
関
与
し
て
い
た
し
、
鹿

児
島
・
堺
紡
績
所
の
技
術
者
た
ち
が
石
河
の
手
足
と
な
っ
て
現
地
に
移
住
、
薩
摩

で
培
っ
た
知
識
・
経
験
を
広
め
て
い
っ
た
の
で
あ註
３
６る
。

　
　
　
　
　

註

　
　
１　
　

��『
斉
彬
公
史
料
』
第
三
巻
三
六
六
「
無
名
建
言
」（
安
政
五
年
五
月
二
十
八
日
付

島
津
斉
彬
建
白
書
）

　
　

２　
　

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
『
薩
藩
の
文
化
』
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り
供
給
さ
れ
た
も
の
で
、
梳
綿
機
二
台
・
三
頭
三
尾
練
篠
機
一
台
・
四
十
八
錘
始

紡
機
一
台
・
九
十
六
錘
練
紡
機
二
台
・
四
百
五
十
二
錘
ス
ピ
ン
ド
ル
ゲ
ー
ジ
一
吋

八
分
の
三
ミ
ュ
ー
ル
四
台
で
、
こ
れ
は
堺
紡
績
所
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ註
３
１た
。

　

導
入
の
結
果
は
、
新
納
が
明
治
十
一
年
六
月
付
の
願
書
に
「
一
昨
九
年
十
月
迄

右
機
械
建
付
製
紙
試
検
候
処
、
兼
テ
ノ
目
論
見
ヨ
リ
糸
品
位
宜
出
来
増
、
摂
河
辺

人
望
多
ク
、
代
価
モ
旧
綛
糸
ヨ
リ
高
価
ニ
テ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
良
好
で

あ
っ註
３
２た
。

　

し
か
し
、
明
治
十
年
二
月
に
は
西
南
戦
争
が
勃
発
し
、
鹿
児
島
紡
績
所
は
休
業

に
追
い
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
四
月
二
十
七
日
に
は
西
郷
軍
の
虚
を
突
い
て
政
府

軍
が
鹿
児
島
に
上
陸
、
こ
れ
を
知
っ
た
西
郷
軍
が
鹿
児
島
奪
還
の
た
め
舞
い
戻
っ

て
き
た
た
め
、
鹿
児
島
で
激
し
い
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
五
月
九
日
か
ら
六

月
二
十
六
日
頃
に
か
け
て
は
紡
績
所
近
辺
で
も
戦
闘
が
あ
り
、
五
月
二
十
五
日
の

戦
闘
で
は
紡
績
所
に
付
随
す
る
石
炭
倉
庫
が
焼
失
し
た
。
そ
の
様
子
は
『
磯
島
津

家
日
記註

』３
３

に
「
夜
十
二
時
比
ニ
モ
候
ハ
ン
、
薩
兵
分
隊
磯
岸
ヲ
下
リ
、
紡
績
方
前

岸
ヘ
造
作
有
之
石
炭
小
屋
ヘ
火
ヲ
サ
シ
、
官
兵
ノ
諸
塁
ヘ
進
撃
ノ
勢
ヲ
見
セ
候

処
、
官
兵
頻
リ
ニ
動
揺
発
砲
ス
ル
コ
ト
烈
敷
、
砲
竹
林
ヲ
焼
ク
カ
如
シ
」
と
記
さ

れ
、
新
納
も
「
会
社
格
護
ノ
金
銭
綛
反
物
類
其
他
緊
要
成
品
悉
ク
掠
奪
セ
ラ
レ
、

加
之
石
炭
モ
格
護
蔵
共
ニ
焼
燼
」「
諸
職
人
等
も
諸
方
江
致
分
散
、
操
綿
ハ
不
積

下
、
石
炭
ハ
総
テ
焼
失
、
長
々
機
械
運
転
も
不
致
故
、
何
れ
取
離
拭
磨
キ
等
不
致

候 

而
不
相
叶
、
尤
此
涯
石
炭
・
繰
綿
・
賃
米
等
要
用
之
物
品
買
入
代
金
も
全
く

無
之
」
と
記
し
て
い註
３
４る
。
紡
績
所
一
帯
は
、
多
賀
山
（
紡
績
所
の
南
西
に
あ
る
台

地
）・
集
成
館
を
拠
点
と
す
る
政
府
軍
と
、
吉
野
雀
ケ
宮
（
紡
績
所
北
側
の
台
地
）

を
拠
点
と
す
る
西
郷
軍
と
が
激
突
す
る
最
前
線
と
な
り
、
近
づ
く
こ
と
も
ま
ま
な

ら
ず
、
機
械
も
放
置
さ
れ
た
状
態
と
な
り
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
使
え
る

状
態
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
戦
争
が
終
わ
る
と
、
明
治
政
府
が
、
承
恵
社
や
紡
績
会
社
な
ど
県
が

関
与
し
て
い
た
特
殊
会
社
の
調
査
に
乗
り
出
し
て
き
た
。
大
蔵
卿
大
隈
重
信
・
内

務
卿
伊
藤
博
連
名
太
政
大
臣
三
条
実
美
宛
上
申
書
案
に
は
、「
鹿
児
島
県
旧
治
績

之
儀
者
不
明
瞭
之
廉
不
尠
」「
就
中
承
恵
社
之
儀
者
各
件
ニ
干
渉
シ
、
其
成
立
公

私
判
然
不
致
、
甚
不
都
合
至
極
之
事
」「
承
恵
社
ニ
致
連
及
候
紡
績
会
社
始
諸
会

社
ノ
如
キ
ハ
総
テ
承
恵
社
之
手
続
ヲ
以
調
査
シ
、
官
有
建
家
等
之
儀
ハ
其
証
跡

ニ
拠
テ
公
私
ヲ
区
分
可
致
」
と
あ
る
。
こ
う
し
て
調
査
さ
れ
た
結
果
、「
其
内
紡

績
器
械
場
ニ
於
ケ
ル
其
官
有
タ
ル
証
跡
現
本
項
調
中
、
紡
績
器
械
所
□
時
ア
リ
、

五
百
円
□
□
存
ス
ル
カ
如
シ
、
依
ツ
テ
該
場
丈
ケ
ハ
千
円
ヲ
□
附
シ
テ
其
修
覆
等

ヲ
助
ク
云
々
ト
ア
リ
建
設
依
頼
之
時
歴
并
ニ
目
下
取
扱
振
等
詳
細
取
調
、
全
ク
官

有
ニ
帰
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、「
紡
績
会
社
ト
雖
ト
モ
何
等

ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヤ
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
レ
ハ
、
是
亦
承
恵
ノ
付
属
ト
看
做
シ
、
前

条
ノ
手
続
キ（
承
恵
社
ヲ
明
治
九
年
九
月
中
許
可
シ
タ
ル
一
個
ノ
私
社
ト
看
做
シ
、

此
際
現
況
ヲ
観
察
ス
ル
）
ヲ
以
テ
調
査
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
」（「
松
平
内
務
権
大
書
記

官
ヨ
リ
協
議
ノ
主
旨
」）
と
、
商
社
組
織
の
ま
ま
存
続
が
認
め
ら
れ
、
出
資
者
と

さ
れ
た
島
津
家
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ註
３
５た
。

　

こ
の
記
録
の
冒
頭
に
「
明
治
十
一
年
六
月
十
三
日
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
、
政
府
に
よ
る
審
議
が
終
了
し
結
論
が
出
さ
れ
た
日
時
と
思
わ
れ
る
。
結
論
が

出
さ
れ
る
ま
で
は
、
紡
績
所
の
帰
属
も
定
ま
ら
ず
、
経
営
再
建
ど
こ
ろ
か
営
業
再

開
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
結
論
が
出
さ
れ
た
翌
月
、
鹿
児

島
紡
績
所
は
、
指
宿
の
豪
商
浜
崎
太
平
次
に
機
械
共
々
貸
与
さ
れ
、
浜
崎
の
手
で

経
営
再
建
が
図
ら
れ
た
。
だ
が
、
業
績
は
改
善
せ
ず
、
同
十
五
年
、
浜
崎
が
破
産

し
た
た
め
島
津
家
の
経
営
に
復
し
た
。
明
治
十
五
年
か
ら
同
二
十
七
年
ま
で
伊
集

院
篤
、
二
十
七
年
か
ら
は
宮
里
正
清
が
所
長
と
な
っ
て
復
興
を
図
っ
た
が
、
日
本

各
地
に
次
々
と
建
て
ら
れ
た
紡
績
工
場
に
比
べ
、
設
備
・
機
械
も
古
く
、
ま
た
消
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間
の
生
産
高
は
、
明
治
二
年
六
月
、
鹿
児
島
藩
（
明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
後
に
鹿

児
島
藩
と
な
る
）
が
明
治
政
府
に
提
出
し
た
草
案
録
高
調
に
よ
れ
ば
白
木
木
綿

六
万
五
千
二
百
七
十
七
反
、
綛
二
千
六
百
五
十
一
斤
で
あ
っ註
２
４た
。
ま
た
そ
の
製
品

も
、「
出
来
綛
反
物
大
阪
等
江
繰
登
候
処
、
摂
河
辺
之
人
望
不
少
、
当
県
下
ニ
お

ひ
て
も
人
望
多
く註

」２
５

と
一
部
製
品
を
除
き
、お
お
む
ね
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
三
年
に
は
、
鹿
児
島
紡
績
所
の
分
工
場
と
し
て
築
か
れ
た
堺
紡
績
所
が
操

業
を
開
始
し
た
。
鹿
児
島
紡
績
所
は
、
原
料
の
綿
花
の
多
く
を
関
西
方
面
に
依
存

し
て
お
り
、
ま
た
製
品
の
販
売
先
も
関
西
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、
堺
に
土
地
を
求

め
て
紡
績
所
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
石
河
確
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
建
設
に
取

り
組
み
、
イ
ギ
リ
ス
ヒ
ッ
ギ
ン
ス
社
製
ミ
ュ
ー
ル
二
千
錘
紡
機
が
導
入
さ
れ
た
。

鹿
児
島
紡
績
所
と
違
い
外
国
人
に
よ
る
指
導
は
な
く
、
鹿
児
島
紡
績
所
か
ら
新
納

太
お
よ
び
浜
田
市
郎
ら
男
女
職
工
六
名
が
派
遣
さ
れ
技
術
指
導
に
当
た
っ註
２
６た
。

　

明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、
従
来
の
藩
が
な
く
な
り
新
た
に
県
が
設
置

さ
れ
た
。
そ
の
際
、
明
治
政
府
は
県
が
受
け
継
ぐ
資
産
と
藩
主
の
個
人
資
産
の
分

離
を
求
め
、
あ
わ
せ
て
官
商
不
許
可
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
た
だ
、
鹿
児
島
は

「
藩
政
ノ
流
レ
込
ト
モ
云
カ
如
シ註

」２
７

と
い
う
状
況
で
、
鹿
児
島
藩
の
資
産
は
、
島

津
家
個
人
の
も
の
と
鹿
児
島
県
の
も
の
と
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
大
部
分
の
事
業
は
、
藩
政
時
代
同
様
、
区
分
が
不
明
確
な
ま
ま
県
に
引
き
継

が
れ
、
島
津
家
が
出
資
し
県
に
経
営
委
託
す
る
と
い
う
形
が
採
ら
れ
て
い
た
。
鹿

児
島
紡
績
所
も
会
社
組
織
と
な
っ
た
が
、
会
社
組
織
と
い
っ
て
も
、
鹿
児
島
県
が

経
営
に
参
画
す
る
特
殊
会
社
で
、
新
納
や
三
原
ら
紡
績
所
職
員
は
辞
令
を
県
庁
か

ら
与
え
ら
れ
て
い註
２
８た
。

　
『
献
上
本
薩
藩
の
文
化
』
に
は
、
明
治
四
年
鹿
児
島
紡
績
所
は
商
通
社
と
改
称

し
、
三
原
甚
五
左
衛
門
・
坂
本
廉
四
郎
が
あ
い
つ
い
で
社
長
就
任
し
た
と
あ
る

が
、
商
通
社
は
明
治
十
二
年
園
田
彦
左
衛
門
が
承
恵
社
を
受
け
継
ぐ
形
で
設
立

し
、
翌
年
島
津
家
の
所
有
と
な
っ
た
商
社
で
あ
る
。
ま
た
、
尚
古
集
成
館
に
あ
る

『
明
治
六
年
ヨ
リ
同
十
一
年
ニ
至
ル　

諸
会
社
届
』
に
収
録
さ
れ
た
三
原
の
経
歴

に
は
「
明
治
四
年
紡
績
方
掛
」
と
し
か
な
く
、
三
原
が
社
長
に
就
任
し
た
と
い
う

記
述
は
な
い
。
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
六
年
に
新
納
太
が
社
長
に
就
任
し
た

こ
と
で
あ
る
。
坂
本
廉
四
郎
に
つ
い
て
は
紡
績
関
係
史
料
に
は
名
前
が
出
て
こ
な

い
。
坂
本
は
戊
辰
戦
争
で
本
営
付
と
な
っ
て
京
都
守
備
に
つ
き
、
維
新
後
は
市
来

郡
長
を
勤
め
て
い
る
。
歴
代
社
長
に
つ
い
て
は
改
め
て
調
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
会
社
組
織
と
な
っ
た
頃
、
紡
績
機
械
の
一
部
シ
イ
ン
ト
ル
并
ゲ
ラ
ム

デ
（
絹
川
氏
は
シ
リ
ン
ダ
ー
、
ド
ツ
フ
ア
ー
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
）
が
損

傷
し
、
操
業
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
六
年
に
は
修
理
も
限
界

に
達
し
、
シ
イ
ン
ト
ル
并
ゲ
ラ
ム
デ
を
イ
ギ
リ
ス
に
注
文
し
た
。
そ
の
代
金
が

四
千
五
百
ド
ル
。
こ
れ
に
長
崎
か
ら
の
運
賃
及
び
新
た
に
購
入
し
た
糊
付
機
械
一

式
が
二
千
七
百
円
余
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
運
転
資
金
の
な
か
か
ら
支
払
っ
た
が
、

そ
の
直
後
、
養
蚕
会
社
が
廃
止
さ
れ
、
養
蚕
会
社
へ
の
貸
付
金
明
治
七
年
ま
で
の

元
利
金
一
万
三
千
五
百
円
余
が
回
収
不
能
に
陥
っ註
２
９た
。
こ
の
た
め
紡
績
所
は
運
転

資
金
に
事
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
養
蚕
会
社
も
養
蚕
業
の
保
護

育
成
の
た
め
鹿
児
島
県
が
設
立
し
た
特
殊
会
社
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
生
産
量
の
拡
大
・
効
率
化
の
た
め
、
明
治

八
年
、
旧
佐
土
原
藩
（
薩
摩
藩
支
藩
）
の
紡
機
千
八
百
錘
の
払
い
下
げ
を
受
け

た
。
こ
れ
は
、
佐
土
原
藩
が
紡
績
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
、
明
治
四
年
イ
ギ

リ
ス
か
ら
輸
入
し
て
い
た
も
の
で
、
資
金
欠
乏
に
よ
り
佐
土
原
藩
が
事
業
を

断
念
し
た
た
め
、
明
治
政
府
に
買
い
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
購
入
費
用

は
一
万
二
千
百
十
六
円
五
十
銭
。
こ
れ
を
一
年
六
百
五
円
八
十
二
銭
五
厘
宛
、

二
十
ヶ
年
賦
で
支
払
う
と
い
う
条
件
で
あ
っ註
３
０た
。
な
お
、
佐
土
原
藩
が
購
入
し
た

機
械
類
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
カ
ル
テ
ス
、
パ
ー
、
ア
ン
ド
、
メ
ー
ド
レ
ー
よ
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木
建
築
事
務
所
を
開
業
し
て
い
た
建
築
家
で
あ註
１
８る
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
鹿

児
島
紡
績
所
建
設
に
携
わ
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
分
か
ら
な
い
。
松
岡
は
慶
応
元

年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
（W

aters

、
機
械
取
立
方
）、
同
マ
キ
シ
ム

タ
イ
ラ
ー
（
白
糖
製
造
方
）
と
と
も
に
奄
美
大
島
で
機
械
精
糖
工
場
を
築
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
験
を
買
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

慶
応
三
年
一
月
二
十
六
日
に
は
、
工
務
長
ジ
ョ
ン
・
テ
ッ
ト
ロ
ウ
（Jon 

T
etlow

）
ら
が
紡
績
機
械
と
と
も
に
鹿
児
島
に
到
着
し
た
。
喜
望
峰
・
長
崎
経

由
で
六
ヶ
月
程
の
船
旅
で
あ
っ
た
。
な
お
機
械
を
搭
載
し
た
帆
船
レ
デ
ィ
ー
ア
リ

ス
（Lady A

lice

）
も
薩
摩
藩
が
購
入
し
、
宝
瑞
丸
と
名
付
け
て
鹿
児
島
神
戸
間

の
航
海
に
従
事
さ
せ
た
と
い
う註
１
９が
、
こ
の
船
の
記
録
は
見
出
だ
せ
な
い
。
薩
摩
藩

は
豊
瑞
丸
と
い
う
船
を
所
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
元
治
元
年
に
購
入
し
た
元
英

国
製
汽
船
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
で
、
レ
デ
ィ
ー
ア
リ
ス
で
は
な
い
。

　

鹿
児
島
紡
績
所
は
、
お
よ
そ
半
年
後
、
慶
応
三
年
五
月
に
竣
工
し
た
。
建
設
を

監
督
し
て
い
た
松
岡
が
総
裁
（
所
長
）
と
な
り
、
新
納
太
・
三
原
甚
五
左
衛
門
ら

が
新
た
に
紡
績
掛
と
し
て
赴
任
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
た
ち
は
、
司
長
イ
ー
・

ホ
ー
ム
の
下
、
汽
鑵
・
混
打
綿
・
梳
綿
・
粗
紡
・
竪
錘
精
紡
・
斜
錘
紡
の
六
部
門

に
分
か
れ
、
職
工
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　

な
お
、
工
場
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
設
計
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
前

述
の
機
械
配
置
図
（
尚
古
集
成
館
蔵
）
で
は
、
紡
績
所
本
館
の
屋
根
は
二
つ
の
棟

を
並
べ
た
形
式
で
、
本
館
と
別
館
の
長
さ
は
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
残

さ
れ
た
写
真
を
見
る
と
、
本
館
の
屋
根
は
寄
棟
造
桟
瓦
葺
の
大
屋
根
で
、
建
物
の

長
さ
も
同
じ
で
は
な
く
、
別
館
が
本
館
よ
り
か
な
り
短
く
な
っ
て
い
る
。
広
島

大
学
の
水
田
丞
助
教
授
は
配
置
図
の
別
館
右
端
の
「W

EREH
O

U
SE

（
倉
庫
）」

が
建
設
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
、
あ
わ
せ
て
、
他
の
部
分
の
平
面
構
成
は
、
発
注

し
た
機
械
設
備
に
あ
わ
せ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
筈
な
の
で
、
本
館
中
央
部
に
設
け

ら
れ
た
突
出
し
た
玄
関
部
を
の
ぞ
き
、
機
械
配
置
図
と
ほ
ぼ
同
じ
に
建
設
さ
れ
た

と
見
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い註
２
０る
。

　

ま
た
古
写
真
か
ら
、
紡
績
所
の
建
物
本
体
は
、
本
格
的
な
洋
風
建
築
意
匠
の
建

物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
並
行
し
て
建
て
ら
れ
、
現
存
す
る

技
師
館
の
場
合
、
外
見
は
洋
風
だ
が
、
小
屋
組
な
ど
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
は
和

風
建
築
で
、
寸
法
も
寸
尺
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
紡
績
所
の
建
物

も
、
同
様
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
建
築
部
材
に
つ
い
て
も
、
慶
応
元
年
に
竣
工
し

て
い
た
集
成
館
機
械
工
場
（
現
尚
古
集
成
館
本
館
）
と
同
様
、
溶
結
凝
灰
岩
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
甲
突
川
に
架
か
っ
て
い
た
五
大
石
橋
や
波
戸
・
石
仏
な
ど
、
鹿

児
島
で
は
こ
の
溶
結
凝
灰
岩
が
古
く
か
ら
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
技

術
・
経
験
が
活
か
さ
れ
た
。
窓
は
、
集
成
館
機
械
工
場
の
も
の
よ
り
大
き
い
が
、

機
械
工
場
同
様
、
嵌
め
殺
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
夏
場
は
場
内
が
蒸
し
風
呂

状
態
と
な
り
、
職
工
た
ち
は
み
な
素
っ
裸
で
働
い
て
い
た
と
い註
２
１う
。

　

本
格
的
な
洋
風
機
械
紡
績
工
場
と
い
っ
て
も
、
建
物
は
西
欧
建
設
の
模
倣
で
は

な
く
、
か
な
り
薩
摩
の
技
術
・
経
験
も
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

操
業
状
況

　

鹿
児
島
紡
績
所
の
使
用
職
工
は
お
よ
そ
二
百
人
。
鹿
児
島
紡
績
所
の
操
業
開
始

と
と
も
に
田
上
水
車
館
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
工
場
か
ら
移
さ
れ

て
き
た
と
い註
２
２う
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
技
師
に
よ
る
教
育
も
順
調
に
進
ん
だ
。
ホ
ー
ム
は
二
年
、
他
の

技
師
た
ち
は
三
年
契
約
で
来
日
し
て
い
た
が
、
皆
一
年
で
帰
国
し
た
。
帰
国
の

際
、
技
師
た
ち
は
鹿
児
島
紡
績
所
で
製
造
し
た
糸
・
布
の
見
本
を
持
ち
帰
り
、
運

転
良
好
で
あ
る
と
報
告
し
た
と
い註
２
３う
。
ま
た
、
当
初
は
一
日
十
時
間
労
働
で
、
一

人
平
均
四
十
八
貫
の
綿
糸
を
紡
ぎ
、
白
木
木
綿
お
よ
び
縞
類
を
織
っ
て
い
た
。
年
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る
。

　

な
お
、
今
井
の
文
中
、
池
田
鼎
水
は
水
車
館
の
責
任
者
池
田
正
蔵
で
、
石
河
確

太
郎
（
正
竜
）
は
、
大
和
国
高
市
郡
畝
傍
石
川
村
（
現
奈
良
県
橿
原
市
）
出
身
の

蘭
学
者
、
斉
彬
に
招
聘
さ
れ
薩
摩
藩
士
と
な
っ
て
い
た
。
石
河
は
、
斉
彬
の
下
で

反
射
炉
や
蒸
気
船
建
造
・
紡
績
事
業
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
特
に
紡
績
に
つ
い
て

は
、
斉
彬
か
ら
紡
績
に
関
す
る
洋
書
（
紡
績
カ
タ
ロ
グ
）
を
見
せ
ら
れ
、
将
来
の

産
業
を
制
す
る
も
の
は
紡
績
で
あ
る
と
教
示
さ
れ
て
以
来
、
特
に
強
い
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

　
　

鹿
児
島
紡
績
所
の
設
立

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
、
薩
摩
藩
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
と
戦
火
を
交
え
た
。

世
に
い
う
薩
英
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
を
機
に
、
薩
摩
藩
内
は
西
欧
、
と
り
わ

け
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
技
術
導
入
を
積
極
的
に
図
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

紡
績
に
関
し
て
は
、
石
河
確
太
郎
が
同
年
十
一
月
朔
日
付
の
建
白
書
で
紡
績
機

械
を
輸
入
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い註
１
２出
、
翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
代
友
厚

も
留
学
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
等
を
願
い
出
た
上
申
書
に
「
諸
糸
綿
ヲ
織
ル
機

械
」
を
購
入
す
る
よ
う
提
案
し
て
い註
１
３る
。

　

薩
摩
藩
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
採
用
し
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
薩
摩
藩

は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
十
五
名
の
留
学
生
を
派
遣
し
た
際
、
留
学
生
に
随
行
し
た
使
節

新に
い

納ろ

久ひ
さ

脩の
ぶ

・
五
代
友
厚
ら
に
紡
績
機
械
の
購
入
と
紡
績
技
師
招
聘
を
命
じ
た
。

　

新
納
ら
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
（Platt Brothers &

 Co.

）
に
紡
績

工
場
の
設
計
と
技
師
派
遣
を
依
頼
。
同
年
十
一
月
、
そ
の
設
計
に
基
づ
き
開
綿
機

一
台
・
梳
綿
機
十
台
・
練
篠
機
一
台
、
始
紡
機
一
台
・
開
紡
機
二
台
・
練
紡
機
四

台
・
斜
錘
精
紡
機
三
台
（
千
八
百
錘
）・
竪
錘
精
紡
機
六
台
（
千
八
百
四
十
八
錘
）

等
を
プ
ラ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
に
、
力
織
機
百
台
を
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
の
べ
リ
ス

フ
ォ
ー
ド
汽
鑵
社
（Berrisford Engineering Co.

）
に
、
伝
導
装
置
を
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ホ
レ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ソ
ン
社
（W

ren &
 H

opkinson Co.

）
に

発
注
し註
１
４た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
綿
花
を
紡
い
で
糸
を
つ
く
る
紡
績
と
、
原

糸
を
織
っ
て
布
を
つ
く
る
製
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
工
場
に
分
か
れ
て
い
る
の

が
一
般
的
で
、
紡
績
・
製
織
一
貫
工
場
は
少
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
時
薩
摩

藩
が
発
注
し
た
機
械
は
、
紡
績
と
製
織
の
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
鹿

児
島
紡
績
所
が
当
初
か
ら
紡
績
・
製
織
一
貫
工
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
薩
摩
藩
が
紡
績
・
製
織
一
貫
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
し
た

の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
産
業
考
古
学
会
の
玉
川
寛
治
会
長
は
、「
集
成
館
事
業

に
お
け
る
大
幅
機
を
使
っ
た
製
織
の
経
験
に
基
礎
を
置
い
た
」
か
ら
で
あ
ろ
う
と

推
測
し
て
い註
１
５る
。

　

ま
た
紡
績
所
の
設
計
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
の
技
師
エ
ッ
チ
・
エ
イ

ン
レ
ー
（H

.A
in

註
１
６

ley

）。
尚
古
集
成
館
に｢JA

N
.9T

H
 1866.｣

の
日
付
の
入
っ

た
紡
績
工
場
の
機
械
配
置
図
（
97
頁
参
照
）
が
あ
る
。
こ
の
日
付
を
旧
暦
に
な
お

す
と
慶
応
元
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
納
た
ち
が
機
械
発
注
時
に
も
と
に
し
た
設

計
図
と
い
う
の
は
、
こ
の
配
置
図
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

紡
績
工
場
は
、
慶
応
二
年
十
一
月
二
十
六
日
（
西
暦
一
八
六
七
年
一
月
一
日
）

起
工
し
た
。敷
地
は
、文
久
三
年
の
薩
英
戦
争
で
焼
失
し
た
鋳
銭
所
の
跡
地
で
あ
っ

た
。
鋳
銭
所
は
、
琉
球
で
使
用
す
る
琉
球
通
宝
を
鋳
造
す
る
た
め
、
安
政
二
年
、

島
津
斉
彬
が
今
和
泉
島
津
氏
の
磯
屋
敷
を
譲
り
受
け
て
建
て
た
も
の
で
あ註
１
７る
。

　

ま
た
、
紡
績
工
場
と
並
行
し
て
技
師
館
（
異
人
館
）
の
建
設
も
は
じ
ま
っ

た
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
司
長
イ
ー
・
ホ
ー
ム
お
よ
び
シ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド

（Shilingford

）、
サ
ッ
チ
ク
リ
フ
（Sutcliff

）、
ハ
リ
ソ
ン
（H

arrison

）
ら
の

技
師
が
到
着
し
て
お
り
、
シ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
が
勝
手
方
用
人
松
岡
政
人
・
作
事

奉
行
折
田
年
秀
と
と
も
に
建
設
に
あ
た
っ
た
。
シ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
は
横
浜
で
土
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た
も
の
と
思
わ
れ
、
実
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高註

５い
。

　

次
い
で
、
安
政
五
年
頃
、
田た

上が
み

村
御
穂
崎
（
現
鹿
児
島
市
田
上
一
丁
目
）
と
永な
が

吉よ
し

（
現
鹿
児
島
市
永
吉
町
）
に
水
力
機
織
場
を
設
け
た
。
田
上
水
車
館
・
永
吉
水

車
館
で
あ
る
。
田
上
水
車
館
も
池
田
が
支
配
人
を
勤
め
た
。
ま
た
石い
し

谷た
に

（
現
鹿
児

島
市
石
谷
町
）
に
も
水
車
館
が
あ
っ
た
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

水
車
館
で
使
用
さ
れ
た
紡
績
機
械
に
つ
い
て
は
、
長
崎
の
商
人
青
木
休
七
郎
が

輸
入
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
紡
績
機
械
と
い
う
説
と
、
大
和
国
か
ら
招
い
た
卯
吉

郎
が
考
案
し
た
も
の
と
い
う
説
が
あ
り
、『
薩
藩
の
文
化
』『
鹿
児
島
紡
績
百
年

誌
』
な
ど
多
く
の
書
籍
が
輸
入
機
械
説
を
採
っ
て
い
る
。
だ
が
、
輸
入
機
械
説
の

元
と
な
っ
て
い
る
青
木
の註

話６

は
、
関
係
し
た
と
い
う
人
物
の
多
く
が
斉
彬
時
代
で

は
な
く
、
次
の
忠
義
時
代
の
人
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
矛
盾
が
多
く
信
用
に
値
し

な註

７い
。

　

一
方
、
卯
吉
郎
説
は
、
郡
元
水
車
館
の
責
任
者
で
あ
っ
た
池
田
が
「
此
械
ノ
製

造
ハ
大
和
国
ヨ
リ
御
雇
下
ノ
卯
吉
郎
ト
申
ス
モ
ノ
ノ
工
夫
ニ
出
タ
リ
、
綿
・
絹
両

様
見
事
ニ
織
物
出
来
」
と
述
べ
て
お註

８り
、
石
谷
水
車
館
を
視
察
し
た
新
納
久
仰
も

「
島
津
石
見
殿
抱
ノ
山
元
宇
助
ト
申
他
所
者
ノ
差
図
ニ
テ
造
立
ノ
水
車
」
と註
９

、
安

政
六
年
に
田
上
水
車
館
を
訪
れ
た
土
佐
藩
士
今
井
貞
吉
も
「（
五
月
二
日
）
午
後

池
田
鼎
水
ノ
官
舎
ニ
抵
リ
石
川
覚
太
郎
（
石
河
確
太
郎
）
及
山
本
弥
吉
ニ
逢
フ
、

共
ニ
大
和
州
ノ
人
、
鹿
府
ニ
来
リ
仕
ル
ト
云
フ
、
石
川
覚
太
郎
ハ
横
文
原
書
ニ
通

シ
テ
弟
子
数
十
人
ヲ
導
ク
、
質
篤
実
静
慎
ナ
リ
、
山
本
弥
吉
ハ
車
機
ヲ
以
仕
フ
、

造
ル
所
織
布
製
油
ノ
水
車
ア
リ
」
と
記
し
て
い註
１
０る
。
池
田
の
言
う
「
卯
吉
郎
」、

新
納
が
記
し
た
「
山
元
宇

助
」、
今
井
が
記
し
た
「
山

元
弥
吉
」
は
お
そ
ら
く
同
一

人
物
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
郡
元
水
車
館
で
使

わ
れ
た
大
幅
織
機
の
図
が
、

安
政
四
年
に
鹿
児
島
を
訪
れ

た
佐
賀
藩
士
千
住
大
之
助
ら

が
描
い
た「
薩
州
見
取
絵
図
」

の
中
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
西

洋
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と

は
異
な註
１
１る
。
こ
の
点
も
独
自

に
考
案
さ
れ
た
も
の
が
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

郡元水車館図
　（佐賀県武雄市蔵「薩州鹿児島見取絵図」）
　画面上部の台地は紫原。中央を新川が流れ、その
両岸に３つの工場がある。左上が紡績工場、下の二
つは食品加工・製油工場

郡元水車館、大幅織機図
　（佐賀県武雄市蔵「薩州鹿児島見取絵図」）
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鹿
児
島
紡
績
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
紡
績
機
械
を
備
え
た
我
が
国
初

の
洋
式
紡
績
工
場
で
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
五
月
操
業
を
開
始
し
た
。
ま
た

薩
摩
藩
は
大
阪
の
堺
に
も
堺
紡
績
所
（
操
業
開
始
明
治
三
年
）
を
築
い
て
お
り
、

鹿
児
島
・
堺
両
紡
績
所
は
、
鹿
島
万
平
と
い
う
商
人
が
東
京
に
造
っ
た
鹿
島
紡
績

所
（
同
五
年
）
と
と
も
に
「
始
祖
三
紡
績
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
綿
糸
紡
績
業
は
日
本
の
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
が
、
な
ぜ

薩
摩
藩
が
そ
の
先
鞭
を
付
け
た
の
か
、
ま
た
鹿
児
島
紡
績
所
設
立
の
経
緯
、
各
地

に
与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　
　

水
車
館

　

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
薩
摩
藩
主
と
な
っ
た
島
津
斉
彬
は
、
集
成
館
事
業
と

い
う
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
し
た
。
こ
の
集
成
館
事
業
の
特
色
は
、

軍
備
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
民
需
産
業
の
育
成
、
社
会
基
盤
の
整
備
に
も
力
が
注

が
れ
た
点
で
あ
る
。

　

日
本
の
近
代
化
・
工
業
化
は
、
ア
ジ
ア
で
植
民
地
を
拡
大
し
て
い
た
西
欧
諸
国

の
強
大
な
軍
事
力
、
特
に
動
く
砲
台
と
も
言
う
べ
き
蒸
気
軍
艦
に
脅
威
を
抱
き
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
西
欧
の
科
学
技
術
を
導
入
し
軍
備
の
近
代
化
・
強
化
を

図
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。こ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
が
、長
崎
防
衛
を
担
っ

て
い
た
佐
賀
藩
と
、
い
ち
早
く
通
商
を
求
め
る
西
欧
列
強
の
外
圧
に
さ
ら
さ
れ
た

薩
摩
藩
で
あ
っ
た
。
嘉
永
六
年
の
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
頃
か
ら
、
こ
の
動
き
は
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
幕
府
や
佐
賀
藩
を
は
じ
め
諸
藩
の
近
代
化
・
工
業

化
事
業
は
、
蒸
気
軍
艦
の
来
航
に
備
え
た
大
砲
鋳
造
、
軍
艦
建
造
な
ど
軍
事
主
体

の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
斉
彬
は
軍
備
の
強
化
の
必
要
性
は
認
め
な
が

ら
も
「
第
一
人
の
和
」「
富
国
強
兵
」
と註
１

、
日
本
が
植
民
地
化
を
免
れ
る
た
め
に

は
、
人
々
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
保
証
し
て
人
の
和
を
生
み
出
す
、
そ
の
人
の
和
は

ど
ん
な
城
郭
よ
り
も
勝
る
と
、
ガ
ラ
ス
や
紡
績
、
食
品
加
工
な
ど
民
需
産
業
の
育

成
、
ガ
ス
灯
や
教
育
・
医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実
な
ど
社
会
基
盤
整
備
に
も
力
を

注
い
だ
。
機
械
に
よ
る
綿
糸
紡
績
業
が
鹿
児
島
で
産
声
を
あ
げ
た
の
は
、
斉
彬
の

こ
う
し
た
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
斉
彬
が
紡
績
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
は
、
指
宿
の
豪
商
浜
崎
太
平
次

が
献
上
し
た
西
洋
絲
を
調
べ
、「
将
来
日
本
の
財
政
・
産
業
上
深
憂
に
堪
へ
ざ
る

も
の
な
し
」
と
考
え
た
か
ら
だ
と
い註

２う
。
ま
た
、
藩
内
で
使
用
さ
れ
る
帆
布
を
自

給
す
る
た
め
に
紡
績
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
説
も
あ註

３る
。

　

ま
ず
斉
彬
は
、
山
田
壮
右
衛
門
を
掛
に
任
命
し
、
上
方
か
ら
綿
作
人
を
雇
い
入

れ
綿
作
を
奨
励
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
郡こ
お
り

元も
と

柴し
ば
た
て
ま
つ

立
松
（
現
鹿
児
島
市
東
郡

元
町
）
の
新
川
沿
い
に
綿
実
油
を
絞
る
水
車
場
を
、
翌
年
、
そ
の
隣
に
水
車
機
織

所
を
建
て
、
池
田
正
蔵
（
武
八
）
を
支
配
人
と
し註

４た
。
こ
の
郡
元
水
車
館
こ
そ
、

わ
が
国
の
機
械
紡
績
の
魁
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
安
政
二
年
頃
、
木
造
平

屋
の
工
場
三
棟
か
ら
な
る
中
村
紡
績
所
（
現
鹿
児
島
市
真
砂
町
）
を
建
て
、
農
家

の
子
女
に
手
繰
車
で
綿
糸
を
引
か
せ
、
手
織
機
で
綿
布
を
織
ら
せ
た
と
い
う
伝
承

が
あ
る
。
国
道
二
二
五
号
の
新
川
橋
の
や
や
北
側
に
中
村
紡
績
所
跡
の
記
念
碑
も

建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
中
村
紡
績
所
と
い
う
の
は
郡
元
水
車
館
の
こ
と
を
誤
伝
し

鹿

児

島

紡

績

所

に

つ

い

て




